
【目的】
○ 総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）がイニシアティブを取って、官民研究開発投資拡大が見込まれる領域における
研究開発等を推進するため、各省庁における取組の実施・加速等に取り組む。

○ 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）との一体的な運用を推進し、研究開発とSociety 5.0を橋渡し。

【事業概要】
○ 統合イノベーション戦略等に基づき、CSTI の司令塔機能を生かし、革新技術による社会課題解決や新事業創出の推進に
つながる「重点課題」（例：SIP成果の社会実装、スタートアップの事業創出等）を設定し、各省庁の研究開発等施策のイノ
ベーション化を推進。＜研究開発型＞

○ 中長期的に官民研究開発投資の拡大を図るため、スタートアップ・エコシステム拠点形成による創業環境整備を推進してス
タートアップを支援する事業（令和２年度～）、科学技術・イノベーション創出の活性化に関する法律に基づく新SBIR制度
における省庁連携を加速させる事業（令和３年度～）、社会課題解決や国際市場獲得等を促進する標準活用施策の加
速化を支援をする事業（令和３年度～）、地域と連携した外部資金拡大に意欲のある地域中核大学を支援する事業
（令和４年度～）を実施。＜システム改革型＞

＜研究開発型＞
各省庁施策のイノベーション化を推進するとともに、官民研究開発投
資の拡大又は財政支出の効率化に資する。

＜システム改革型＞
大学に対する自治体や地域企業等からの外部資金投資額の増大、
新SBIR制度の加速等。
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（BRIDGE：programs for Bridging the gap between R&d and the IDeal society (society 5.0) and Generating Economic and social value）

「科学技術イノベーション創造推進費」(令和６年度：555億円)のうち100億円を充当

研究開発とSociety5.0との橋渡しプログラム
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